

































が東京移転後に「外報」欄を拡張したもので、海外の新聞・雑誌の論説を翻訳して世界の動向を紹介す というコンセプトを持っていた。材料は主に京都 る光瑞が自ら買った新聞・雑誌に印を付けて送ってよこしていて、その関係もあり『 央公論』とな も重視されてい 欄であっ 。　
樗陰の仕事ぶりを見ていた近松（当時徳田）秋江（一九〇四














二五年一二月号）において、英文を読みこなす語学力に加え政治・外交・社会等に関する幅広い常識を備えた「聡明頴悟」の人と讃えている。また、その人となりについては、 素樸な、矯飾のない、卒直で淡白で、腰の低い、厭味にならぬ程度に一ととほり 礼儀に富んだ青年」であったため、 「初対面から、もう、瀧田君に、まあ、いはば惚れてしまつた」旨 回想している。　
近松秋江編集長の許でアルバイトをしていた樗陰は、秋江が






治四一）年、二二歳になる年であった。第一高等学校英法科を卒業した彼は、 「学校を怠けるのに一番都合がいい」 （ 「青春物語」 、 『中央公論』一九三二年九月号〜一九三三年三月号、 だし一九三二年一〇月号以降「若き日のことども」と改題） いうこともあって東京帝国大学国文科に進学する。
　
谷崎が目指したのは、 最初の小説「刺青」 （第二次『新思潮』 、








」 （ 『三田文学』一九一一年一〇月号）だ。 『三田文学』を



































付）の「十一月 雑誌」で取り上げられ、 「奇怪な藍絵の南京皿の持つやうな魅力を持つたいゝ作品だ。 」と評されているその一方、同紙一 二六日付の片上伸「新作月評（下） 」では、 「不思議な快感に耽るあざれた人 心持ちをおもしろく読んだ。 」とされながらも、 「軽く乾 た唯の好奇心らしいものが浮き上がつて来るやうで、それに気がさして、私にはどう 欺かれたやうな物足りなさが残つた。 」と結ばれてい 。　
毀誉褒貶はあったものの、金策 ために走り回っていた半年
前を想えば大変な変化であ 。そして、 「お蔭様で『秘密』を載せた号はすぐに売切れました」と樗陰が礼を言い きたこ
と（７）
は、若き谷崎にとって何より 励みと った 違いない。　
谷崎が世に出たのは、永井荷風の評論「谷崎潤一郎氏の作
品」 （ 『三田文学』一九一一年一一月号 において 現代の群作家が誰一人持っていない特権と技能とを完全に具備している作家」と激賞されたことによる されている。定説を否定するつもりはないが、樗陰が谷崎に原稿を依頼したのがその約一か月前だったということを忘れ は らない。しかも、 「秘密」の原稿料は文壇作家並みの一枚一円だった。その四年後、 雑誌 『新小説』 （一九一五年一 月号）に書いた「独探」 六〇銭であっ
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子を詳 く報じた翌日の『 』の記事「文芸家新年宴会」によれば、横山大観が幹事に芳名録を読み上げるよう提案し、読まれた人が起立する運びとなった。谷崎 番になると、幹事が、 「飈風」 により 『三田文学』 が発禁 なったこ を踏まえて 「注意人物には特に拍手を願ふ」と付け加えたので、 「満場湧くばかりの拍手喝采」という状態になったという。　
谷崎は、樗陰がこの会に自分を連れ出したのは 「当時問題
の人物であつた私と云ふものを文壇 紹介する一方、附き合ひの狭い私を世間へ出してやらうと云ふ好意」 （前掲 青春物語」 ）によるものであったろうと推量して る。それはおそらく当たっているが、編集者としての計算が働いていた可能性もあろう。何れにしても、樗陰 目論見は成功したと言え 。　
さて、 『中央公論』掲載第二作「悪魔」の原稿料は、前 よ
りさらに高い一円二〇銭 。 『中央公論』一九一一年一二月号には、 「新年号予告」として、花袋・白鳥・鷗外・三重吉・風葉・藤村・荷風と並んで谷崎の名が載っている。新 作家の












………此れが洟の味なんだ。何だかむつとした生臭い匂を舐めるやうで、淡い、盬辛い味が、舌の先に残るばかりだ。しかし、不思議に辛辣な 怪しからぬ程面白い事を、己は見付け出したものだ。人間の歓楽世界の裏面に、こんな秘密な、奇妙な楽園が潜んで居るんだ。………彼は口中 溜る唾液を、思ひ切つて滾々と飲み下した。一種掻き挘られるやうな快感が、煙草の醉の如く脳味噌に浸潤して ハツと気狂ひの谷底へ、突き落されるやうな恐怖に追ひ立てられつゝ、夢中に つて 唯一生懸命ぺろぺろと舐める
　
フェティシズムとマゾヒズムとが融合した刺激的な設定と描
写によって「悪魔」は話題作となった。作者の谷崎には、唯美主義、耽美主義に加えて悪魔主義というレッテルも貼られるようになる。たとえば、谷崎「羹前書」 （ 『東京日日新聞』 、一九
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の大部分が『中央公論』 載り続けることになった。当時の二人の親密さを表すエピソードが二つある。一九一三（大正二）年の春、谷崎は、本郷の菊富士楼に泊まって『中央公論』に載せる戯曲を書いていた。 木綿問屋の跡継ぎである伸太郎が、 慕っているおきんが自分を亡き者 しよう してい とを知りながらその運命を甘受するという、これもまた女によって滅ぶ男の物語だったが、題名が決まらず悩んでいた。原稿を催促に来た樗陰に相談す と、間髪を入れずに「恋を知る頃」はどうかと言い、そう決まった。谷崎は「創作余談」 （ 『毎日新聞』 、九五五年二月）というエッセイ 中で、 「他人に題を附けて貰つた作品が一つある。 」として右 経緯 記しているが、確かに絶妙のネーミングである。 「恋 知る頃」は『中央公論』五月号に掲載された。　
また、この年の谷崎は放浪生活を続けており、住所が頻繁に






精二が神楽坂のレストランの二階で友人たちと祝杯を挙げたところ、隣席に樗陰がいた。精二は酔った勢いで話しかけ、兄が早川（現小田原市早川）の旅館「かめや」に滞在していることを聞く。文学青年だった友人 ちが葉書に寄せ書きをして投函すると、やがて谷崎から、 「卒業おめでたう。僕の住所は人に教へないで れ」と書かれた葉書が精二の許に届い と う。　
題名を付けてもらった唯一の人物が樗陰であり、家族さえ知
らなかった居所を教えていたのも だけだった。作家と編集者というレベルを超えた信頼関係が結ばれて の ある　
精二が兄潤一郎の住所を樗陰から聞いた場所について、 『明
治の日本橋・潤一郎の手紙』所収の「潤一郎の手紙」では神楽坂のレストランとな ているのに対し 同時収録されている 潤一郎追憶記」では、偶然乗り合わせた電車の中とな ている。確証はないが、住所を知って友人たちが寄せ書きをし などの具体性から考えれば、前者の方が信憑性が高い。二つ 文章を突き合わせてみれば 一九一三（大正二）年七月、早稲 大学高等予科英文科の卒業試験を終えた精二は、神楽坂のレストランで樗陰から潤一郎の居場所を聞き、翌日伊豆旅行 行くついでに小田原市早川の「かめや」にいた兄を訪ね いう とになる。潤一郎は、精二の予想に反して女性と同棲している気配もなく、 「颯爽として、 元気よく文壇の話 ど」をしたという。何れにしても、 樗陰だけが住所を知っていた点は一致し 。　
精二は後に学究生活に入り、早稲田大学の文学部長を務める
（一九四八年〜一九六〇年）ことになるが、この当時は作家を目指していた。第一作「おびえ」が『劇と詩』 （一九一一年二
月）に載った後、 「鳥屋の子」 （一九一二年） 、 「愛」 （一九一三年）等の作品を一貫して『早稲田文学』に発表している。自身の体験を踏まえた 「蒼き夜と空」 （一九一五年） 、 「地に頬つけて」 （同）の〈発電所もの〉で文壇に認められるよう なり、 『離合』 （阿蘭陀書房、一九一七年）によって作家生活に入った。　
初めて『中央公論』に掲載された作品は、 「暴風雨のあと」
（一九一六年一一月号） 。潤一郎の「病蓐の幻想」と一緒に載っている。次の「侮蔑」 （ 九一七年五月号）は田山花袋「重荷」とともに載り、 その次の 「父となる前」 （一九一七年 一月号） は、「有島兄弟谷崎兄弟小説集」として、里見弴「姉の死・弟の生」 、有島生馬「追放者」 、有島武郎「迷路」 、潤一郎「ハツサン・カンの妖術」と同時掲載だ。こうした状況 背景に樗陰の思惑が働いていないはずはない。樗陰 胸中には、学生時代から知っている精二にチャンスを与えてやりたいという親心と話題性を意識した編集者魂とが混在していたと見てよいだろう。　
日本近代文学館所蔵の「滝田樗陰旧蔵資料」の中に、精二の




























は不運にして腑がひない自分を悲しみ、今の 般の文壇の浅薄なのを悲しむ。 」と続けている。ただし、この部分につい身近にいた精二が「半ばてれ隠しでもあろう。 」 （前掲 潤一郎の手紙」 ）と解釈 いることも視野に入れるべきだ。　「お才と巳之介」は、呉服商の跡継ぎの巳之介としたたかなお才と 男女関係 軸に、手代の卯三郎が絡む三角関係や、その卯三郎が巳之介の妹お露をかどわかす経緯などが綴られた小説。 「毒婦も の流れをひいた歌舞伎的江戸趣味の作品」 （ 『日
本近代文学大事典』 ）の一つと位置づけられるが、評価は概して高くない。　
その一方、 「お艶殺し」と併せて谷崎の「ストーリーテラー
としての才を遺憾なく発揮した」作とする見方（千葉俊二「編年体・評伝谷崎潤一郎」 、別冊国文学改装版『谷崎潤一郎必携』 、学燈社、二〇〇二年四月二〇日）もある。所謂「近代小説」としてどうかという評価軸を設定するか否かによって見解が分かれるのだが、たとえ負の感情を以て原稿用紙に向かったにしても、結果的に谷崎の能力を引き出したのだとすれば、 「お才と巳之介」執筆の意味はあったことになる。　
一九一六（大正五）年も、 「神童」 （一月号） 、 「恐怖時代」 （三
月号）が『中央公論』に発表され、 四月号では「谷崎潤一郎論」が特集された。赤木桁平 「谷崎潤一郎氏に就 て 谷崎精二 谷崎潤一郎論」 、 本間久雄「我国唯一の唯美主義悪魔主義の作者正宗白鳥「谷崎君」 、長田幹彦 論」 、上司小剣「谷崎氏の作品」 、加能作次郎「天才か、神童か、伝奇小説家か」によって構成されている。この前後、 『中央公論』で個人特集が組まれているのは 一九一七年の石井
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ランシング協定で歴





























上の人間。当時、谷崎 関心を寄せつつあったバルザックの文学を意識した意欲作だった。　『中央公論』一九二〇年一月号に載った第一回には「附記」が添えられていて、 「最後まで必ず書き通す決心である」こと、一〇〇〇枚程の長さになるので「隔月ぐらゐに纏めて出す計画である」 こと等が告げられてい 。 実際には、 二月号には書けず、三月号から五月号には連続して載せ ものの、六月号と七月号には出せなかった。八月号 「鮫人作者記」では、休載について「編輯者に対し読者に対しまことにお気の毒だつた 」とし、
「そのお詫びに今後は休まず連載する積りである。 」と述べている。　
九月号、一〇月号には書いたが、一一月号には、小説ではな






義務がある。 」と主張、今後は「読者諸君の性急な催促には頓着せずに、暇に任せ感興に任せて、好きな時に少しづゝ書き貯めて行かうと思つてゐる」旨を告げている。　「鮫人」をめぐる一連の動きを時系列に従って整理する。谷崎は大作を隔月で連載するつもりだったが、その希望は叶わず毎月の連載となった。一九二〇年七月、毎月出したいが無理はしたくない心中 樗陰に告げ、九月にはやはり毎月は難しいという相談を樗陰に持ちかけるも入れられず、一〇 、ついに自分のペースで発表することを決意す 至った。　「 「鮫人」の続稿に就いて」は、 読者に向けて書かれた文章だ。しかし、たとえば「瀧田君の督促に攻められ 」という言い回しに、樗陰に対する牽制を見ることができる。　考慮すべきは、谷崎が樗陰との約束を違えたのは「鮫人」に













































　（６） 「潤一郎追憶記」 （ 『群像』一九六五年一〇月号 参照。
文学青年であったとは言え、学生の精二が樗陰来訪の意味を即座に理解したことは見逃せない。編集主幹となる前の一九一一 の時点で、 『中央公論』 樗陰という存在が周知されていた証となるからだ。
　（７） 谷崎潤一郎「私と中央公論」 （ 『中央公論』一九六二年一
〇月号）参照。

















18） 日本近代文学館編 日本近代文学大事典』 （講談社、一九七七年一一月一八日）参照。
　（
19） 樗陰の孫である諏訪間園井さんが、 二〇一〇年七月に寄贈した原資料約三八〇点。
　（
20） 注（
18）に同じ。
　
付記
　
本稿は、 『秋田魁新報』土曜文化欄に連載（二〇一四年四月
五日〜二〇一五年七月二五日、全六八回）した「望嶽楼の夢／滝田樗陰と近代文学者」の一部に加筆し、再構成したものである。
（秋田県立大学教授
　
平成元年度修了生）
